
Ⅷ-2.EastAnglia大,

田巻繁氏 よDのレポー ト

短 期研究会の御知 らせあDが とうございま した｡ 英 国内の関連 した研琴につ

りては,既に遠藤 さん よb報せがあったと思いますので,小生がEastAnglia

大 でやっていることと,新潟大の物性 グ,I,-プがやっていること(.或いは報告

がダ ブ /レことにな るや も知れませんが )を報告 しますo

1) Locl,lized Imp,urity'states inLiquidMetals;

特に ｢Snを bascに.した Ni,Co,Feの遷移金属稀薄合金の熟篭鱈i

の実験｣(Ea"stAnglia大 ;Tamaki)既 笹溜り定 Lである電気抵抗の温度 ,

鍵慶変化の データ(温度変化 法,払os_tmetal のそれ と等 しい )と現在 ,

Ar一methodで測定 しているデータを用いて, virtualbound state

のEF での値を求め,Ⅴ･b･Sの形 がNi･c o･Feで殆 んど変 らない

と/すれば,更 にAndersonmodelに基いてV.b.S.の Lorentzian

カーブが得 られます. 又,以前に測定 した同一の合金の帯磁率の データとか

ら ,原子内の有効 ス ピン問相互作用Ⅴ+4Jの値を決め ること･がねらいですO

＼･Sn-Ni系につ いては ,全 く同 じ測定をEnderbyの所 でも遂行 してます

の で,いわば顔争ーの形 ですが,彼のねらいはS(C)のminimum point

(Cに対 して )を探 しているだけの ようです0

2･) liquid 筆b稀 薄合金の物性 (韓造 と輸送 現像 )′(薪潟大.岡崎･飯 臥

本勘 大野 ,田巻 ) liq･Sbは ･構造的に云え,はpersistent type､であ

D,ln.Sn等 を加 え七 もX-raydi.ffractionpattbrn は変化 し

ない特異な物質の一つ ですの で,この Sbに 何を加 えたらpersistVent

structureが こわれるのかを調べ るのが 目的 ですo これは個人 (田巻 )的

な見解 なの ですが,商にSP にNi数 多添加の電気抵抗 を測定 した軌 A P

が negativeyこなbま したが,普通 は遷移金属が入 るとsd散乱が大 きいた

め APは必ず大 きい-positive の値 を示すの で.単 なるImpurit.y 添加

だけで夜.くstructureに大 きな変化 が争った､もの と推察 したわけで,ちょ

っ とアイマ､イ/･ですが,,本格的 に調 べるため.次の実験 をやっていせす｡
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a) Sbに単純 な金属及び遷移金属を添加 しAPの変化 を しらべるo Sb

一一Niでは現在の所 ,二つの知見 が得 られています.

-i) Sbあ pの r依存性は Iinearで ないのに,Sb-Ni(数 多 )の

そ れは比敏的 Iinear二である.

ii) APが lin･earの所 (750℃以上の remp.)で -5/4-iLhm

/ at啓 の抵抗炉少がみ られるo

b,) Sbに 10多Ni添加の log･の中性子回折を測定 し,Sb- tn､･
sb⊥sn系 (これ らの系 では sbと変 9ない diffraction patte-

fn)と,どう違 う示を調 べるo Sbは vapour.bressure･が高いの で

足-raydiffracti-on はあまbよくないと思いまサ の で,博に

Neutrondiffra_ctionを用いますo現在 Sb-Niについては ,物

性所にマシンタイムを要請中だそ･うですo

5) 液 体Alの 中性子回折 ;(新潟大 ;田巻 .岡崎 .飯田.本間 )liq.Al

は電子論的には塵 めてFreeEleetron セ近いだろ うとい うことは ,容

易に理解 され るの でしょうが,粘 性 な どでは温度変化 に段牌 があ D,液休

中 ですら相変態 に類似の転子をみせていますO これが醸造解析にはた して

現われてい るものか どうか とVlうことを調 べる･ため,- 昨 年 '物 性 研 よ

9マシ:/タイムを もらって ,670℃ ,770℃ ,8710℃を測定 しきこし

たが もっと精度 を上げ て測定 したいと思 っていますo前の一括束 は･J~.F.

ノS.J.Yes.N-.で報告 ずみですo

以 上 ですの でよろ しくか ねがい しますO

田 ､巻 繋一一
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